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１．四半期業績の概況の作成等に係る事項 
 
売上高又は売上に相当する事項の会計処理の  ：  有 ・ 無 
方法の最近連結会計年度における認識の方法 
との相違の有無 

 

２．平成 16年 3月期第 1四半期業績の概況（平成 15年 4月 1日～平成 15年 6月 30日） 

 (１) 売上高        （百万円未満は切り捨てて表示しております） 

 

1 6 年 3 月期第 1 四半期

1 5 年 3 月期第 1 四半期

百万円    ％

2,660（ 30.3 ）

2,041（ ―  ）

（ 参 考 ） 1 5 年 3 月 期 9,101（ 9.3 ）
(注) 

1. パーセント表示は、前年同四半期比増減率を示しております。 
2. 当該四半期の製品別連結売上高は、減速装置が 2,077百万円、メカトロニクス製品が 582百
万円であります。 

 
（２）第１四半期の概況 
① 国内市場は、前四半期に継続して、一部客先向けのまとまった売上があったことなどにより堅

調に推移しました。 
② 海外市場は全般的に低調な結果となりました。北米市場は前年同期比 28.4%減となりました。 

 

（３）当該四半期において企業集団の財政状態及び経営成績に重要な影響を与えた事象 

平成 15年 4月 1日をもって、アキュドライブ本部を分割し、同本部に関する営業を同日付で
新設した株式会社ハーモニック・エイディに承継しました。本会社分割に際して株式会社ハーモ

ニック・エイディが発行する株式は、全部が株式会社ハーモニック・ドライブ・システムズに割

り当てられますので、当社グループの資本に異動はありません。また、本会社分割が連結経営成

績に与える影響は軽微です。 
その他、当該四半期において企業集団の財政状態及び経営成績に重要な影響を与えた事象はあ

りません。 

－1－ 

http://www.hds.co.jp/


３．平成 16 年 3 月期の連結業績予想（平成 15年 4月 1日～平成 16年 3月 31日） 

 予 想 売 上 高 予想経常利益 予想当期純利益 

 

中 間 期 

通 期 

百万円

4,970

10,170

百万円

400

870

百万円 

220 

490 

（参考）1株当たり予想当期純利益(通期)  14,080 円 85 銭 

業績予想につきましては、当初予想に変更ありません。 • 

 

 

<ご参考> 
平成１６年３月期第１四半期 受注・売上高実績（単体）                                                      

（金額単位：百万円）（百万円未満は切り捨てて表示しております） 

         受  注  高          売  上  高         受注・売上 
           区   分 

製品区分 金   額 前年同期 
比  (%) 

前四半期 
比 (%) 

金   額 前年同期 
比   (%) 

前四半期 
比 (%) 

減 速 装 置          1,890 

  (   170)

   118.2 

 ( 111.3)

  100.5 

(  65.5) 

  2,000 

  (   254) 

   138.0 

 ( 126.2) 

  110.6 

( 129.9) 

メカトロニクス製品       560 
  (    64)

   128.6 

 (  77.7)

   98.6 

(  74.5) 

      560 

  (    68) 

   133.7 

 (  67.9) 

101.1 

( 118.6) 

    合      計 2,451 

  (   234)

   120.4 

 (  99.5)

  100.0 

(  67.7) 

  2,560 

  (   322) 

   137.0 

 ( 106.9) 

  108.3 

( 127.4) 

注）括弧内の数字は輸出受注高及び輸出売上高であります。 
第１四半期の概況(単体) 

1. 国内受注につきましては、受注環境に顕著な変化はみられなかったものの、前四半期に続き一部客
先からまとまった受注があったことなどから、若干の増加となりました。 

2. 輸出受注につきましては、欧州向けが低調であったことなどから、前四半期比 67.7%の結果となり
ました。 

3. 上記の結果、受注総額は前四半期と同一水準となりました。 
4. 売上高につきましては、既受注分の売上計上が順調に進み、国内向、輸出ともに増加となりました。 
 

以  上 
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